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キ
チ
l

キ
十

闘
の
御
封
の
解
文
を
斑
絵
ふ
例
脅
聞
か
れ
た
の
は
、
-
れ
た
。

こ
の
御
封
が
一
寅
釈
等
の
関
係
に
於
い
て
、
頗
る
満
足
一
キ
ヅ
ノ
モ
モ
木
津
の
桃
湖
北
部
木
棺
の
砂
丘

の
紋
況
に
あ
っ
た
お
な
る
べ
く
、
随
う
て
武
家
方
の
一
で
は
油
桃
-p・
名
産
と
し
た
。
楚
培
の
起
原
は
明
ら
か

勢
力
の
普
及
を
思
は
し
め
る
。
叉
興
同
六
年
ハ
貞
利
↑
で
な
い
が
、
文
政
・
天
保
・
誠
永
頃
最
も
旺
で
あ
っ
た

元
)
党
明
院
の
吉
雲
に
、
能
智
一
の
閥
司
が
不
動
品
川
一
如
〈
、
明
治
山
・
商
洋
一
穂
・
支
那
穏
の
来
ろ
に
及
ん
で
、

を
開
検
せ
ん
こ
と
や
・
紛
う
た
巾
文
を
用
ひ
ら
れ
た
の
一
途
に
之
に
代
へ
ら
れ
た
。
大
棒
結
節
『
お
闘
か
判
所
の

も
、
亦
武
家
方
の
勢
力
が
こ
の
闘
に
椛
で
あ
っ
た
一
.
巾
に
、
わ
け
で
も
街
・
耐
き
木
裕
捕
の
、
桃
花
の
さ
か

諮
と
見
る
べ
き
で
あ
る
o

-

り
は
菅
野
に
ま
さ
る
o
日
一
那
さ
ん
は
、
故
多
の
跡
調
者

キ
ツ
テ
モ
ン
切
手
門
金
搾
城
内
蹟
式
向
袋
口
一
引
辿
れ
て
、
揃
ひ
の
手
拭
、
あ
り
ゃ
り
ゃ
ん
や
っ
と

の
惣
門
で
.
此
の
門
か
ら
土
橋
門
へ
往
来
す
る
こ
と
こ
」
せ
。
提
一
軍
に
瓢
館
、
手
に
こ
ま
ざ
ら
へ
、
あ
L
松

に

な

っ

て

ゐ

た

。

一

銀

か

/

¥

。

見

渡

す

磁

遜

に

都

鳥

千

鳥

ひ

ょ

い

/

¥

。

キ
ツ
ネ
ヅ
ガ
ジ
ヨ
ウ
狐
塚
按
行
川
郷
白
見
に
一
み
や
げ
に
ひ
ろ
ふ
矢
の
根
石
。
ぉ
民
り
や
迎
舶
に
、

在
っ
た
。
越
驚
制
民
三
州
志
故
一
概
考
に
、
洲
崎
兵
附
が
一
焼
一
蛤
茶
腕
消
と
ん
つ
〈
/
¥
O』

越
巾
の
銀
と
し
て
無
帝
京
て
、
そ
の
従
や
・
し
て
成
ら
一
キ
テ
イ
潟
事

J
フ
タ
マ
タ
ヤ
キ
テ
イ
二
俣

キ
ツ
Z

ン
プ
ン
シ
ユ
ウ
栂
国
文
集
-
一
一
加
。
石
一
し
め
た
。
叉
御
紳
遺
山
の
賊
魁
万
利
左
衛
門
別
熊
を
十
問
屋
挑
む
4
0

川
郡
松
任
の
人
三
宅
邦
の
詩
文
集
で
あ
る
。
践
は
そ
一
こ
L
に
置
い
た
と
も
あ
る
と
閉
す
る
。
-
キ
ド
木
戸
金
将
で
は
務
政
時
代
に
本
町
の
境

の
師
皆
川
棋
倒
の
天
保
突
卯
に
書
い
た
腕
で
あ
る
。
一
キ
ツ
ネ
パ
シ
狙
穏
金
稼
橋
梁
記
に
‘
『
き
つ
ね
一
界
保
に
木
戸
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
平
常
は
閲
政
せ

キ
ツ
コ
ウ
ヤ
砲
甲
屋
金
棒
森
下
町
に
住
し
た
一
橋
、
宅
計
町
と
母
衣
町
と
の
問
。
』
と
あ
ろ
o
今
そ
の
一
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
滞
俣
の
江
戸
在
府
中
は
、
夜
間
大

柴

工

で

、

兵

の

組

を

奥

助

と

い

う

た

。

典

助

は

天

正

一

名

を

失

ふ

。

一

門

-P
品
川
ぢ
、
諮
り
門
の
み
や
・
開
き
、
文
非
常
の
際
に

巾
河
北
郡
森
下
に
跨
た
諮
問
岳
信
の
子
と
も
い
ひ
、
一
キ
ツ
ネ
ヤ
マ
コ
フ
ン
狐
山
古
墳
江
沼
郷
二
子
一
は
全
部
を
鎖
し
た
。

文
寛
永
十
七
年
金
探
で
按
賊
の
録
に
獄
死
し
た
織
田
一
様
に
在
る
。
前
商
商
方
約
コ
ご
米
、
商
さ
況
米
宏
、
一
キ
F

木
戸
蹴
烹
榔
山
川
郷
に
臨
す
る
部
務
。

秘
兵
衛
の
池
子
で
あ
る
と
も
い
う
て
、
何
れ
が

E
し
一
面
積
一
回
一
五
方
米
の
前
方
後
間
塚
で
、
昭
・
利
七
年
一
明
治
八
年
十
周
、
本
江
と
併
合
し
て
本
木
と
政
務
し

い
か
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
館
紺
屋
が
森
下
町
身
一
一
周
土
砂
採
集
中
そ
の
右
側
や
.
露
出
し
た
も
の
。
こ
一
た
。

の
染
工
で
あ
っ
た
こ
と
に
思
ひ
〈
ら
べ
る
と
、
こ
れ
一
の
石
植
は
後
園
都
に
存
し
、
平
地
か
ら
一
米
八
商
一
ギ
F
ウ
カ
イ
シ
ン
宜
謹
契
心
金
抑
留
洞
宗
貨

も
亦
岡
地
か
ら
出
た
も
の
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
一
ノ
¥
そ
の
上
部
は
ご
米
一
の
土
砂
に
硲
は
れ
、
附
近
一
間
寺
十
七
代
の
住
持
。
芸
州
の
入
。
延
享
一
一
一
年
十
周

点
卒
中
金
縛
紺
屋
秘
取
に
奥
助
の
名
が
見
え
る
の
も
一
か
ら
産
す
る
凝
反
岩
を
切
石
と
し
て
組
合
は
せ
た
も
一
越
前
殺
到
永
建
寺
よ
り
懲
山
し
、
時
以
勝
四
年
二
周
十

是

で

あ

る

。

一

の

で

.

植

中

に

骨

格

一

慨

を

櫛

た

へ

、

副

葬

品

に

は

一

一

日

沼

化

し

た

。

キ
ツ
シ
ヨ
吉
初

J
キ
シ
ユ
ウ
昔
前
。
一
字
国
方
桝
帯
蹄
献
銃
一
一
則
・
曲
玉
穴
・
管
玉
三
十
三
・
一
キ
ド
タ
カ
ト
モ
按
戸
高
停
活
樗
元
右
衛
門
。

キ
ツ
シ
ヨ
ソ
ウ
吉
審
泰
正
平
四
年
ハ
貞
和
五
)
一
小
玉
撤
十
・
鍍
金
飾
玉
若
干
・
餓
兜
一
・
餓
甲
一
・
長
万
一
銭
永
四
年
究
侮
右
衛
門
直
正
の
也
知
首
有
一
十
石
を
襲

京
附
に
在
つ
て
は
、
党
般
・
光
明
爾
院
音
書
奏
を
行
は
一
六
・
短
万
六
・
小
万
二
・
鎗
コ
一
・
小
銅
鎗
穴
等
が
あ
り
、
一
ぎ
、
御
mm廻
組
に
列
し
、
御
曹
総
曾
所
道
具
翻
奉
行
・

せ
給
ひ
、
そ
の
吉
部
に
は
加
賀
閥
御
封
の
解
交
を
用
一
叉
植
蕗
に
集
積
せ
る
朱
の
線
型

δ
庖
に
及
び
、
康
一
跡
川
御
前
附
御
用
人
を
阪
、
延
苧
ご
年
間
御
附
物
顕

ひ
ら
れ
た
こ
と
が
、
岡
太
瞬
間
に
見
え
る
。
こ
れ
話
時
一
の
附
近
か
ら
大
型
の
躍
輸
入
形
と
そ
の
破
片
を
出
し
一
並
と
し
て
況
十
石
を
加
へ
‘
寵
延
元
年
金
谷
御
厨
式

あ
る
が
、
特
に
近
年
加
賀
同
年
ら
史
蹟
と
し
て
指
定
せ
ら
一
御
用
に
鱒
じ
、
貧
層
四
年
七
十
四
歳
を
以
て
費
し
た
。

字
町
大
領
屋
欝
兵
衛
か
ら
手
水
鉢
を
買
取
っ
た
時
、

六
人
の
術
夫
が
動
か
し
得
な
か
っ
た
の
を
、
半
兵
衛

は
引
抱
へ
て
門
外
に
迩
び
出
し
た
と
い
ふ
。
後
怒
事

館
新
し
、
流
刑
に
磁
せ
ら
れ
て
家
断
絶
し
た
。

キ
チ
ジ
ヤ
マ
吉
次
山
石
川
郡
陪
川
の
上
統
日

賂
の
部
wm
か
ら
商
北
方
に
あ
る
山
。
高
さ
七
一
一
一
一

米
。
地
質
第
三
紀
脳
。

キ
チ
ジ
ヨ
ウ
ジ
吉
緯
寺
珠
洲
郡
吉
+
拙
に
在

っ
て
臨
掛
宗
法
餓
波
に
毘
す
る
。
山
践
は

E
提
山
。

貞
享
-
一
年
の
替
上
に
、
元
徳
元
年
紀
州
南
良
法
m
M
凶

師
の
弟
子
無
印
の
建
-
X
に
係
る
と
あ
る
。

キ
ヅ
木
津
湖
北
部
金
棒
庄
に
臆
す
る
部
帯
。

こ
の
地
の
砂
丘
に
桃
林
が
あ
る

0
4キ
ザ
ノ
モ
モ

木
翰
の
桃
。

二
三
四

キ
F
タ
カ
ナ
ホ
按
戸
高
直
通
稼
七
左
衛
門
。

前
田
利
長
の
時
御
歩
と
し
て
初
め
て
三
十
石
を
受

け
、
利
常
に
趨
し
、
御
歩
小
頭
に
能
み
て
百
石
を
加

へ
た
。
陵
安
ご
年
十
月
十
九
日
夜
。
子
係
世
々
務
に

仕
へ
る
。

キ
ド
ナ
ホ
ツ
グ
按
戸
直
次
遜
梼
七
左
衛
門
。

盛
安
三
年
借
入
七
左
衛
門
高
直
の
也
知
百
一
一
一
十
石
を
裂

い
で
御
歩
小
顕
と
な
り
、
明
時
三
年
二
十
石
を
加
、

延
費
五
年
組
外
に
列
L
、
八
年
三
周
七
日
夜
。
子
探

務
に
悦
援
す
る
。

キ
ド
ヤ
チ
木
戸
谷
内
鳳
京
都
移
卒
の
内
の
小

字。
キ
ド
ヤ
ロ
タ
ベ
Z

披
戸
屋
穴
兵
衛
金
縛
河
南

町
の
呉
服
商
人
で
、
本
町
肝
煎
列
と
な
っ
た
。
六
兵

衛
仁
心
頗
る
厚
〈
、
常
に
放
生
を
行
ふ
こ
と
を
好
ん

だ
。
叉
屋
舎
を
陪
川
上
流
に
建
て
L
競
馬
を
牧
容
倒

育

L
、
味
噌
臓
を
作
b
、
毎
歳
味
噌
五
千
貨
を
遣
っ

て
藩
の
非
常
貯
蓄
用
に
供
L
、
或
は
自
己
の
貯
金
や
・

務
中
一
に
献
じ
て
そ
の
思
を
報
ず
る
を
念
と
L
た
。
文

久
二
年
悶
八
月
十
六
日
夜
、
事
年
六
十
九
。

キ
ナ
シ
ア
リ
ヨ
シ
木
製
有
鹿
沼
稽
左
兵
衛
。

突
明
rA
年
突
角
兵
衛
昌
殿
の
越
知
百
五
十
石
を
受

け
、
江
戸
御
鹿
式
御
用
人
・
御
細
工
奉
行
よ
り
次
第

に
昇
滋
L
て
御
先
筒
顕
に
吉
川
旬
、
文
政
七
年
蔵
官
石

を
増

L
た。

キ
ナ
シ
タ
エ
モ
ン
木
梨
九
右
衛
門
元
和
三
年

前
田
利
常
に
仕
へ
て
千
石
を
領
し
、
九
年
夜
。
子
孫

相
鎗
い
で
務
に
仕
へ
る
。

キ
ナ
シ
マ
ザ
ナ
ホ
木
製
政
重
.
迦
稽
助
三
郎
。

突
は
九
右
衛
門
ハ
二
代
)
。
政
直
は
寛
文
六
年
そ
の
後

を
受
け
、
御
馬
廻
組
に
班
し
、
延
賢
官
H

一
年
加
州
御
郡

奉
行
と
な
旬
、
天
和
三
年
・
組
外
番
蹟
に
鞠
じ
、
買
永

六
年
役
儀
を
酵
し
て
、
翌
七
年
走
用
電
日
岡
崎
し
た
。

• 


